
第16回
ワーカーズ・コレクティブ

全国会議 in 埼玉
●1月20日（土）13:00～16:00　全体会
　　 21日（日）10:00～16:00　自主企画・分科会
　    22日（月）オプショナルツアー
●オンライン併用開催　●関西からの参加者：19名

申込締切：10月27日（水）

　16回目となる今回の全国会議は、「いのちと暮らしを守るあたたかな経済～ワーカー
ズ・コレクティブで広げよう！ 社会的連帯経済～」というテーマで開催されました。オン
ライン併用での開催になり、関西からは19名の参加がありました。1日目の全体会では、
立教大学教授の藤井敦史さんによる基調講演の後、埼玉の連合会理事長や川越市長が
登壇してパネルディスカッションがおこなわれました。2日目の午前は３つの自主企画、
午後は6つの分科会が開催され、活発な意見交換がおこなわれました。

　４団体とも多岐にわたった活動をされていて、自然の中での体験
型保育や泊まりも含めた託児などもしておられるということでし
た。基調講演をされた「認定NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネッ
トワーク」の栗林さんが、ボランティアの受け入れに関する質問に
「どんな人でも受け入れます」ときっぱり答られたことが一番印象に
残りました。 ほーぷ　中島

参加報告
します！

　４団体の内、「NPO法人こすもす」さんは地域に必要な『食』『働く
場』『居場所』を提供して地域とのつながりを広げ、就労継続支援B型
も開設されています。現在、「まめ福」のコーヒー豆を使ったドリッ
プコーヒーも製造販売されています。居場所を提供し続けられてい
て、代表はどんな人も断らないという意識で、子育て世代から８０代
までが働く職場と話されていたのが印象的でした。

まめ福　能井田

　立教大学コミュニティ福祉学部教授の藤井敦史氏のお話で、学
部生たちが起業しているということが一番印象に残り、若い世代に
W.Coの働き方が共感され育っていると心強く感じました。
　パネルディスカッションでは4組のパネラーが現在関わっている
内容を話してくれました。
　特に「一般社団法人コンバスナビ(青少年自助自立支援機構)」の
地域と繋がり、就業困難な若い人の支援のためのさまざまな動きに
感動しました！

はんど to はんど　佐藤

【第2分科会・食】

地域とつながりながら食事業の拡大・継続をしていこう！
～次世代育成の方法を考える～

【第1分科会・福祉】

子どもと共に歩み、みんなでつくろうあたたかい社会

ああああああ

【全体会】基調講演

いのちと暮らしを守るあたたかな経済
～ワーカーズ・コレクティブで広げよう! 社会的連帯経済～
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　前半は事業運営についておさえておくポイントは損益計算方法
を学び、上半期で中間点検をしておくことというお話でした。
　後半は参加型組織運営。みんなで考えみんなで決めるには、意
見が出ないには訳があり、言えない雰囲気、情報共有ができていな
い、考えるための材料が揃っているか、質問の意図が明確でないな
ど、どれも食い入って聞きました。まめ福は長年の代表より交代し
たところで会議や運営委員会に行き詰まっていたこともあって、と
ても参考になりました。 まめ福　能井田

【自主企画】

第２企画　事業継続のために必要なことを改めて考える
　　　　　～事務局ワーカーズとして現場から感じたこと～

　生活クラブからは、共同購入事業を通して地域に向き合う配送
W.Coへの期待と生活クラブ運動を一緒に進めていくための展望。
配送W.Coからは、働き続けている根拠と今後の展望、生協との関係
性とパートナーシップについての発表がありました。受け身ではな
く主体的に捉えて責任を果たし、生活クラブとの関係性を深めるこ
とが重要だと思いました。 かぐや姫　泰中

【第3分科会・配送】

「配る」を通じて何を解決するのか！

　設立40年となるNPO法人「蔵の会」の案内で川越の街巡りをしまし
た。古い街並みを残して、観光と地
元の方の活動を融合させた街づくり
をされていて、中でも古い建物を改
装して若いクリエーターが個々に出
店しているところがあり、若い女性が
ひとりでやっている食堂の雰囲気が
素敵でした。

ほーぷ　中島

【オプショナルツアー】川越コース

商業の街「川越」の歴史と、市民による街づくりを学ぶ

ワーカーズ・コレクティブとは、地域に暮らす人たちが、生活者の視点から地域に必要な「もの」や「サービス」を事業化
し、自分たちで出資し、経営し、労働をも担う働き方をいいます。


